
教育の ICT 活用を加速します 
～学校と家庭での学びをつなぐしくみ作りを進めます～ 

                        ご理解とご協力をお願いします。 

茅野市教育委員会 

 

 茅野市では、「ICT 教育推進計画（H29～R2）」に基づき、プログラミング学習と授業での ICT 機器活

用・特別支援学級での利用を 2 年間進めてきました。今回、さらにこの取り組みを進め、オンライン教育

と ICT 機器の更なる活用を加速させます。今年度内には 1 人 1 台のタブレット環境が整います。 

 ○家庭で PC やタブレット・スマートフォンが使える場合はそれを利用します。 

PC やタブレット等がないご家庭には学校から貸し出します。 

   ※ただし不足も考えられます。今、全力で準備中！ 

   ○インターネット環境のないご家庭は、当面は学校やコミュニティーセンター等で使用できるよ 

う考えています。貸出し用 wifi ルーターの準備を進めています。 

    
 
 
 

１ ご家庭にお願いしたいこと。 

  ・学校から配布される ID 等の保管・管理をお願いします。さしあたり、「e ライブラリー」のアカウ

ントカードを配布します。 

  ・休校の際に貸出しタブレットを利用する場合は、ご家庭のネットワークとの接続をお願いします。 

  ※詳しい設定方法や利用方法について、必要に応じて学校ごとにお知らせいたします。 

２ 子どもたちに向けて学校で取り組むこと。 

  ・「e ライブラリー（ドリル教材）」の ID を知らせます。また、使い方の練習を行います。 

  ・学校ごとにいろいろなソフトを用いた ICT 利用方法を検討しています。その都度ご案内しますの

でご協力をお願いします。 

 

※市教委内に ICT 教育サポートセンターを設置予定です。ご不明な点について支援させていただきます。 

電話による個別指導も 

必要に応じて家庭訪問も 

長期欠席や不登校の子どもへの 

オンライン教育の研究 

先生・学校 

・4つの方法の使い分け 
・遠隔教育での対面指導の可能な限りの取入れ 
・子どものとらえ・評価・個に応じた指導 

子ども（遠隔教育） 

4つの方法（大きくは同期型と非同期型） 
1 リアルタイム授業配信（実験済） 
2 録画授業動画の配信（実験済） 

3 ドリル形式アプリの利用（実験済） 
4 オンラインでの協働学習 

子ども（書いて考える学び） 
・紙ベースの課題と指導 

・「書いて考える」学び 
 
 分散型登校 

協働的な学び 
・友や先生とかかわる学び 

 
 分散型登校 

学びの発展あるいは土台としての 

・調べ学習 
・多様な学びの場面 

イメージ図 

＜休校になったら＞ ICT 利用と対面学習・協働学習で一人ひとりの学びの充実を目指します。 


